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高専生英語力向上への道―英語多読授業の効果（実践報告）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 英語科：	 深田	 桃代・長岡	 美晴	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 電気・電子システム工学科：	 西澤一・吉岡貴芳	
	

１．ＳＳＳ方式（１００万語）多読の特徴と広がり  
	 従来の国内外で知られている多読（extensive	reading）との違いは、普通の日本人学習者にとって辞書なしで

楽に読める英文のレベルを体験に基づき設定（YL:読みやすさレベル）し、非常に易しい絵本のレベルから始めて、

100 万語という大量の英語を読む点が画期的である。	 	 	 ＊英文難易度の比較は資料 p.３を参照	
	

	 2002		酒井邦秀著（2002）	 『快読１００万語	 ペーパーバックへの道』	 ちくま文芸文庫出版		GR 売り上げ世界１	

2004	 	『英語教育』2 月号	 多読特集	 	 日本多読学会設立	

	 2005		酒井邦秀・神田みなみ編著（2005）	 『教室で読む英語１００万語―多読授業のすすめ』	 大修館	 	

	 	 古川昭夫他編著（2007）	 『めざせ１０００万語	 英語多読完全ブックガイド』	 コスモピア	 出版	

	 2007		中学・高校・大学、塾あらゆるレベルで実施校増	 	 高専での多読授業	 （沖縄～北海道	 １０高専）	
	

２．豊田高専における多読プログラム導入の経緯と多読指導形態	

	 	 2003（H15）年度より、英語多読本を図書館に整備（2007 年現在約 7000 冊）	

	 	 2004 年度より英語講読 I,II,III,IV（１年～４年）の授業にて多読指導	

	 電気・電子システム工学科：専門科目の中で２年から専攻科まで各学年１単位（４５分×３０回）の多読授業	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

＊成果の詳細は資料 PP.４－６	

３．2006 年度英語講読 I（М科・Ｅ科）での試み  

	 	 毎時間９０分の授業のうち３０分を図書館で多読。多読記録手帳を毎週チェック	
 
４．３の結果	  平均読書量（2007.3）		Ｍ：	6.8	万語	 	 	 Ｅ ： 20.8 万 語	 	

	 Ｉ：	4.8 万語	

	 ＡＣＥ得点（2007.7)	 	 Ｍ：	472	(R:167)					 Ｅ：534(R:193)				 Ｉ：	506(R:177)	

個人	 	 М		20 万語（537）	 10 万語（551）	 	 Ｅ	 100 万語達成者３名	 （729,	720,	593）								

	 	 	 	 			 Ｉ	 18 万語（604）	 	8 万語（607）	 	 	
 
５．Ｍ科とＥ科の差をもたらした要因    ★自発性(読もうという気になる）がカギ	

	 ■時間割等の物理的要因	 	 	 ■教師と学生との個人的なコンタクト時間	 	 	■クラスや学科の雰囲気	

	 ■学習者の意識	 	 	 ■先輩やクラスメート等の影響	 	 	 	 	
 
６．３の実践からわかったこと、多読を促進する要因	 ★１０万語以上読むためには自発性が重

要	

n 読書量と英語力の伸びの関係は長期的視野に立って	 （１０～３０万語、１００万語以上から）	

n 多読授業と従来型授業の同居の難しさ	 	 教師の役割のコペルニクス的パラダイムシフト	

★	 自発的（自律的)読書	 	 各個人の内的動機付けの喚起	 	 語数・英語力向上は目標ではなく結果	 	

累積語数を意識させるよりも学生同士のお奨め本の紹介等、Reading	for	pleasure	の体験の積み重ね	

★	 多読を継続できる力は楽しさ	 面白い本、魅力的な本を揃える	 学習者同士の情報交換の機会をつくる	
 

７．今後の課題  

n 自立（自律）的学習者を育てる多読指導法の研究	 	 	 ■	 評価方法と効果測定（長期的視野で）	 	
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n 多聴授業の可能性（音源つきで多読の幅が広がる）	
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８．高専英語教育と多読の実践・研究（提案）  

n 多読に最適の年齢層（高校・大学）：	 数年にわたる長期指導と成果の蓄積	 	

n 多読実施可能な規模と環境：	 多読図書の導入と活用が比較的容易	

n 高専間での多読指導の実績やデータの蓄積・共有が可能：	 共同研究の可能性	

 

ＳＳＳ方式（１００万語）多読関連情報 
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【ホームページ】	

SSS 英語学習法研究会（http://www.seg.co.jp/sss/）	

日本多読学会（http://www.seg.co.jp/era/）			

こども式多読（http://tadoku.org/）	 	 １００万語多読提唱者酒井邦秀先生のホームページ	

豊田高専ハイパーメディア研究室（http://orchard.ee.toyota-ct.ac.jp/hmlab.）	

				豊田高専電気・電子システム工学科吉岡研究室で開発されたお奨め多読本検索システム	
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